
夏
の
津
島
神
社
祭
典
は
中
止

５
月
22
日
（
土
）
区
協
議
会
（
氏
子
総
代
）
・

宮
司
・
組
長
帳
元
・
天
王
組
々
長
な
ど
で
協
議

の
結
果
、
７
月
の
祭
典
は
中
止
を
決
定
し
た
。

６
／
23
（
水
）
お
日
待
の
日
に
津
島
神
社
神
殿

で
神
事
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
去
年
は
中
止
に
な
り
浜
掃
除
は
し
な
か
っ

た
為
、
各
組
々
長
よ
り
掃
除
日
を
決
め
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
３
年
須
崎
区
各
団
体
合
同
会
議

５
月
22
日
（
土
）
区
よ
り
助
成
金
を
支
出
し

て
い
る
各
種
11
団
体
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
・
本
年
度
の
行
事

計
画
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

集
会
自
粛
で
も
あ
り
３
密
を
避
け
少
人
数
で
の

会
合
で
し
た
が
、
須
崎
発
展
の
た
め
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。

築
城
石
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
植
栽

乙
女
桜
の
会
の
４
月
行
事
は
爪
木
崎
大
駐
車

場
の
周
り
に
市
産
業
課
よ
り
山
茶
花
40
本
を
貰

い
植
え
ま
し
た
。

５
月
行
事
は
須
崎
バ
ス
停
の
小
公
園
に
「
須
崎

乙
女
桜
２
本
」
を
植
え
会
員
で
雑
草
取
り
を
し

ま
し
た
。
桜
は
善
吉
屋
さ
ん
が
育
て
た
も
の
、

支
柱
の
竹
は
作
さ
ん
が
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

区
長
代
理
の
森
田
氏
も
参
加
し
作
業
し
ま
し
た
。

当
日
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
材
も
あ
り
広
報

し
ま
す
。
ほ
か
以
前
移
植
し
た
蝋
梅
も
定
着
し

来
年
の
早
春
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

２
年
前
に
パ
ー
ク
の
伐
採
を
し
た
時
は
近
所

の
方
か
ら
明
る
く
な
っ
た
と
喜
ば
れ
た
。

そ
の
時
木
や
ソ
テ
ツ
は
切
っ
て
も
２
～
３
年
経

て
ば
再
生
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

し
か
し
近
所
に
お
住
ま
い
の
方
は
新
芽
が
出
る

と
取
り
木
は
育
た
な
い
。

一
方
で
は
ソ
テ
ツ
を
切
っ
て
し
ま
い
、
か
わ
い

そ
う
と
云
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
詩
人
曰
く
「
正
の
字
は
『
一
』
と
『
止
』

で
出
来
て
い
る
。
」
良
い
と
思
っ
て
い
る
事
も

「
一
度
思
い
止
ま
り
振
り
返
る
」
こ
と
も
区
政

運
営
上
大
切
で
あ
る
と
思
っ
た
。

子
ど
も
広
場
の
遊
具
修
理
完
了

子
ど
も
広
場
に
あ
る
ブ
ラ
ン
コ
・
す
べ
り
台
・

う
ん
て
い
・
鉄
棒
の
遊
具
が
、
破
損
な
ど
し
て

使
用
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。

区
で
は
こ
の
遊
具
を
、
業
者
に
修
理
を
依
頼
し

て
使
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
の
時
期
は
、
す
べ
り
台
な
ど
日
中

は
高
熱
に
な
り
ま
す
。

使
用
す
る
際
に
は
、
お
子
様
が
火
傷
し
な
い
よ

う
十
分
に
注
意
を
し
て
下
さ
い
。
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発
行
者

須
崎
協
議
会

文
化
厚
生
部

下
田
市
須
崎
一
七
九
九
番
地

須
崎
漁
民
会
館
内

電
話

０
５
５
８
（
２
２
）
８
０
５
６

題字:梅田弥祐先生

五
月
の
実
施
行
事

3
日(

月)

【
憲
法
記
念
日
】

4
日(

火)

【
み
ど
り
の
日
】

5
日(

水)

【
こ
ど
も
の
日
】

7
日(

金)

回
覧
日
、

8
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

10
日(

月)

わ
ら
い
の
輪
の
会

休
み

22
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

区
関
係
合
同
会
議
／
祭
典
検
討
会

29
日(

土)

下
田
岳
精
会
詩
吟
大
会

延
期

六
月
の
予
定
行
事

２
日(

水)

天
理
教
講
話

中
止

3
日(

木)

老
人
水
仙
ク
ラ
ブ
総
会

４
日(

金)

回
覧
日

〃

須
崎
区
臨
時
総
会(

午
後
７
時)

５
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

わ
ら
い
の
輪
の
会

〃

浜
崎
小
学
校
運
動
会

10
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

18
日(

金)

回
覧
日

19
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

20
日(

日)

静
岡
県
知
事
選
挙
投
票
日

23
日(

水)

津
島
神
社
お
日
待
祭(

神
事
の
み)

27
日(

日)

西
ヶ
岡
一
帯
草
刈
り(

協
議
会)

七
月
の
予
定
行
事

2
日(

金)

回
覧
日
、

3
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

8
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

9
日(

金)

高
齢
介
護
予
防
講
座(

市
包
括)

15
日(

木)

わ
ら
い
の
輪
の
会

17
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

19
日(

月)

【
海
の
日
】

24
日(

土)

津
島
神
社
例
大
祭

中
止
で
す

26
日(

月)

両
神
社
末
社
祭(

神
事
の
み)

～

コ

ラ

ム

～

運
転
が
示
す
あ
な
た
の
お
人
柄

須
崎
海
岸
か
ら
下
田
方
向
に
向
か
う
時
、
ま
た
下
田
方
向
か

ら
須
崎
海
岸
に
向
か
う
と
き
、
爪
木
崎
口
の
交
差
点
で
、
正
し

く
ウ
イ
ン
カ
ー
（
方
向
指
示
器
）
を
出
し
て
い
ま
す
か
？

ほ
と
ん
ど
の
自
動
車
が
無
信
号
で
通
行
し
て
い
る
こ
と
に
お
気

づ
き
で
す
か
？

御
用
邸
の
で
き
る
前
は
下
田
柿
崎
・
須
崎
間
は
県
道
で
優
先

道
路
で
し
た
が
、
御
用
邸
の
創
建
後
は
、
柿
崎
・
爪
木
崎
間
が

県
道
に
な
っ
た
た
め
、
爪
木
崎
口
か
ら
須
崎
海
岸
ま
で
は
市
道

に
格
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

信
号
機
の
下
に
県
道
の
案
内
標
示
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

主
道
路
に
合
流
す
る
た
め
に
は
、
ウ
イ
ン
カ
ー
の
表
示
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

下
田
方
面
か
ら
須
崎
に
向
か
う
と
き
、
爪
木
崎
口
交
差
点
を
無

信
号
で
ま
っ
す
ぐ
進
ん
で
、
そ
の
先
西
部
農
道
を
右
折
す
る
時

は
、
ウ
イ
ン
カ
ー
を
出
し
て
い
る
自
動
車
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

ウ
イ
ン
カ
ー
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

周
り
の
自
動
車
に
自
分
の
自
動
車
の
移
動
方
向
を
知
ら
し
め
る

た
め
に
、
方
向
指
示
器
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

信
号
待
ち
を
し
て
い
て
、
信
号
が
変
わ
っ
た
瞬
間
、
ウ
イ
ン
カ
ー

を
出
す
自
動
車
が
い
ま
す
が
、
ボ
ー
っ
と
運
転
し
て
ん
じ
ゃ
ね

え
よ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

下
田
方
向
か
ら
柿
崎
三
叉
路
を
経
て
須
崎
方
向
に
右
折
す
る

と
き
、
食
べ
物
屋
さ
ん
の
前
で
合
流
す
る
際
、
右
側
を
走
っ
て

き
て
強
引
に
合
流
す
る
車
体
に
船
名
だ
か
名
前
だ
か
書
い
て
あ

る
軽
自
動
車
を
た
く
さ
ん
見
か
け
ま
す
。
見
苦
し
い
で
す
ね
。

余
裕
を
も
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
に
合
流
し
た
い
も
の
で
す
。

先
日
、
東
京
方
向
に
向
か
う
と
き
、
後
を
走
っ
て
い
る
自
動

車
が
ト
ン
ネ
ル
ご
と
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
信
号
待
ち
の
時
、
降
り
て
駆
け
つ
け
て
な
ぜ
ラ
イ
ト
を

着
け
な
い
の
か
、
正
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
運
転
手
は
「
わ
た
し
は
見
え
て
い
ま
す
」
だ
っ
て
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
小
さ
い
子
供
を
乗
せ
て
い
る
ま
だ
若
い

女
性
運
転
手
で
し
た
。

あ
き
れ
か
え
っ
て
、
こ
っ
ち
が
不
愉
快
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
装
着
さ
れ
て
い
る
自
動

車
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
全
面
も
後
部
も
き
れ
い
に
映
っ

て
お
り
ま
す
。

違
反
も
す
べ
て
証
拠
に
な
り
ま
す
。
お
た
が
い
に
気
を
付
け
て
、

品
格
の
高
い
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

今
後
、
機
会
を
見
つ
け
て
い
ろ
い
ろ
と
気
に
か
か
る
こ
と
を
、

「
〇
○
が
示
す
あ
な
た
の
お
人
柄
」
と
し
て
綴
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

観
音
寺

鈴
木
大
然

須
崎
で
見
ら
れ
る
野
鳥

丑
嶋
久
雄

２
，
コ
ジ
ュ
ケ
イ
（
小
綬
鶏
）

須
崎
で
も
夏
に
ひ
な
鳥
を
連
れ
た
コ

ジ
ュ
ケ
イ
が
藪
の
中
に
入
っ
て
い
く
の

を
見
か
け
ま
す
。

キ
ジ
科
の
鳥
で
中
国
南
部
が
原
産
で
す
。

日
本
で
は
、
大
正
年
間
に
猟
鳥
と
し

て
放
さ
れ
、
現
在
で
は
北
海
道
以
外
の

各
地
で
野
生
化
し
て
い
ま
す
。

ウ
ズ
ラ
を
一
回
り
大
き
く
し
た
形
（
体

長
27
ｃ
ｍ
位
）
、
雌
雄
同
色
で
背
面
は

褐
色
、
胸
は
青
灰
色
。
の
ど
は
赤
茶
色
、

腹
面
は
黄
褐
色
で
す
。

人
家
付
近
の
雑
木
林
、
草
む
ら
な
ど

に
数
羽
群
れ
を
な
し
て
住
み
、
雑
食
で

植
物
の
種
子
や
果
実
、
昆
虫
、
ミ
ミ
ズ

な
ど
を
食
べ
て
い
ま
す
。

繁
殖
期
は
春
か
ら
初
夏
で
、
1
回
に
お

よ
そ
7
～
8
個
の
卵
を
産
み
ま
す
。

鳴
き
声
は
甲
高
く
「
チ
ョ
ッ
ト
コ
イ
、

チ
ョ
ッ
ト
コ
イ
」
と
聞
こ
え
ま
す
。

そ
の
声
は
、
テ
レ
ビ
や
映
画
の
時
代
劇

の
効
果
音
に
よ
く
使
わ
れ
て
き
た
そ
う

で
す
。

ま
た
、
そ
れ
が
「
ち
ょ
っ
と
来
い
」
と

聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
「
警
官
鳥
」
と

い
う
俗
称
も
あ
り
ま
し
た
。

い
ま
、
お
巡
り
さ
ん
も
「
ち
ょ
っ
と
来

い
」
な
ん
て
言
い
ま
せ
ん
よ
ね
。

～
お
知
ら
せ
～

今
回
は
都
合
に
よ
り
区
長
コ
ー
ナ
ー
は

お
休
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

区
長

土
屋
磯
雄
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地
区
の
安
全
を
発
信
で
き
る
子
供
の
育
成
に
向
け
て

浜
崎
小
学
校

校
長

菊
池

正
仁

四
月
の
「
す
い
せ
ん
」
で
防
災
の
学
習
を
行
う
計
画
に
つ
い
て
、
触

れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
十
七
日
に
低
・
中
・
高
学
年
に
分
か

れ
て
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
下
田
土
木
事
務
所
か
ら
４
名
の

職
員
の
方
が
来
校
し
て
、
低
・
中
・
高
学
年
ご
と
に
「
土
砂
災
害
」
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
土
砂
災
害
に
は
「
地
す

べ
り
」
「
が
け
崩
れ
」
「
土
石
流
」
が
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

低
学
年
は
映
像
や
模
型
、
そ
し
て
危
険
な
場
所
の
調
査
を
す
る
た
め
の

ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
く
れ
ま
し
た
（
荒
天
の
た
め
体
育
館
内
の
飛
行

で
し
た
）
。
中
・
高
学
年
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
場
所
、
通
学
路
、
学
校
に
つ
い
て
土
砂
災
害
の
危
険
性

を
調
べ
ま
し
た
。
「
自
分
の
家
は
安
全
だ
け
ど
、
通
学
路
の
途
中
に
危

険
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
」
、
「
学
校
の
東
館
側
は
危
な
い
け
ど
、
グ
ラ

ン
ド
中
央
か
ら
体
育
館
は
安
全
だ
。
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
防
災

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
応
じ
た
準
備
や
内
容
を
工
夫
し
て
い
た

だ
き
、
土
砂
災
害
の
仕
組
み
や
対
策
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
災
害
は
怖
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
知
識
や
準
備
が
し
っ

か
り
で
き
て
い
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
分
か

り
ま
し
た
。
今
回
は
土
砂
災
害
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
須
崎
半
島
は

高
く
険
し
い
山
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
急
な
斜
面
は
か
な
り
あ
り
、
安
全

対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
場
所
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
映
像
か
ら
も
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
は
３
年
計
画
で
、
次
年
度
以
降
「
地

震
」
「
避
難
所
運
営
」
に
つ
い
て
学
び
、
家
族
や
地
域
の
方
に
「
安
全
」

を
発
信
で
き
る
子
供
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
校
学
区
で
は
、
地
震
に
関
す
る
対
応
も
必
要
で
す
。
最
新
の
情
報
を

学
ん
だ
子
供
た
ち
の
「
逃
げ
よ
う
。
」
「
あ
そ
こ
は
危
険
だ
よ
。
近
づ

か
な
い
で
。
」
と
い
っ
た
意
見
に
、
真
剣
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
土
砂
災
害
に
注
意

〇

沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

〇

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

〇

山
鳴
り
が
す
る

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

土
の
腐
っ
た
よ
う
な
臭
い
が
す
る

〇

川
の
流
れ
が
濁
り
流
木
が
混
ざ
り
始
め
る

（
逆
に
）
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位
が
下
が
る

こ
れ
ら
の
現
象
が
あ
っ
た
ら
、
速
や
か
に
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。
浜
崎
小
学
校
は
広
域
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

安
全
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

須
崎
の
歴
史
を
訪
ね
て
・
・
・
【
久
七
の
漂
流
】

「
鳥
島
漂
着
物
語
（
小
林
郁
著
）
」
よ
り
抜
粋
②

～
久
七
が
流
れ
着
い
た
鳥
島
の
概
要
～

鳥
島
の
位
置
と
現
在
ま
で
・
・

東
京
か
ら
５
８
０
㌔
南
の
太
平
洋
上
、
八
丈
島
と
小
笠

原
諸
島
の
ほ
ぼ
中
間
の
位
置
に
、
鳥
島
と
呼
ぶ
周
囲
８
，

５
㌔
の
火
山
の
孤
島
が
あ
る
。
正
確
に
は
八
丈
島
、
青
ヶ

島
、
ベ
ヨ
ネ
ー
ズ
列
岩
、
須
美
寿
島
、
鳥
島
、
小
笠
原
諸

島
と
南
下
す
る
。
東
京
と
小
笠
原
の
中
間
に
位
置
す
る
無

人
島
で
あ
る
。

明
治
20
年
、
鳥
島
に
入
植
す
る
史
上
最
初
の
開
拓
民
14

名
（
内
女
１
名
）
が
上
陸
し
た
。
名
前
は
八
丈
島
生
ま
れ

の
玉
置
半
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
玉
置
の
目
的
は
「
牧
畜
開

墾
」
で
あ
っ
た
。
上
陸
し
て
見
る
と
島
の
ア
ホ
ウ
ド
リ
の

羽
毛
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
羽
根
布
団
の
材
料
と
し
て
高
い
値

で
あ
り
そ
の
羽
を
輸
出
す
る
為
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
捕
獲
が
主

な
仕
事
に
な
っ
た
。
そ
の
為
ア
ホ
ウ
ド
リ
は
絶
滅
寸
前
ま

で
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
明
治
35
年
に
は
島
内
に

「
玉
置
町
」
も
作
り
人
口
１
２
５
人
で
あ
っ
た
が
鳥
島
は

突
如
大
噴
火
を
起
し
島
民
は
溶
岩
に
呑
み
込
ま
れ
全
員
が

死
亡
す
る
大
惨
事
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
昭
和
30

年
代
ま
で
無
人
島
で
あ
っ
た
。
現
在
は
気
象
観
測
と
研
究

者
が
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
繁
殖
を
し
て
い
る
。
ア
ホ
ウ
ド
リ
も

近
く
の
火
山
の
な
い
島
に
移
し
て
繁
殖
を
計
っ
て
い
る
の

が
現
在
の
姿
で
あ
る
。

下
田
の
漂
流
民
伝
承
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

風
待
ち
港
と
し
て
栄
え
た
下
田
に
は
、
漂
流
民
や
漂
着

船
に
ま
つ
わ
る
史
実
が
残
さ
れ
て
い
る
。

宝
暦
２
年
（
１
７
５
２
年
）
江
戸
の
福
聚
丸
（
15
人
乗

り
）
は
岩
城
灘
で
遭
難
、
翌
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
漂
着
し
た
。

15
人
中
10
人
は
同
国
に
永
住
し
、
５
人
が
中
国
船
で
帰
国

し
た
。
帰
国
者
の
中
に
三
之
助
（
白
浜
出
身
）
清
次
郎

（
下
田
七
軒
町
）
が
い
た
。

天
明
７
年
（
１
７
８
７
年
）
大
坂
船
（
11
人
乗
）
が
銚

子
沖
で
遭
難
し
伊
豆
諸
島
南
方
の
鳥
島
に
漂
着
し
た
。
生

存
者
は
寛
政
９
年
（
１
７
９
７
年
）
島
を
脱
出
し
て
本
土

に
帰
還
し
た
。
２
人
は
島
で
死
亡
し
た
が
生
存
者
の
1
人

は
久
七
、
須
崎
の
人
で
あ
っ
た
。

文
化
10
年
（
１
８
１
３
年
）
尾
張
の
督
乗
丸
（
14
人
乗
）

遠
州
灘
で
遭
難
、
漂
流
中
に
11
人
死
亡
３
人
が
英
国
船
に

救
助
さ
れ
た
。
生
存
者
の
中
に
三
之
助
（
柿
崎
の
人
）
と

い
う
者
が
い
た
。
他
に
音
吉
（
子
浦
）
と
い
う
人
も
い
た
。

柿
崎
の
定
吉
と
須
崎
の
代
蔵
と
久
七
の
「
み
の
」

安
政
４
年
（
１
８
５
７
年
）
11
月
尾
州
知
多
郡
半
田
村

（
愛
知
県
半
田
市
）
の
永
栄
丸
（
12
人
乗
）
は
、
須
崎
の

代
蔵
（
屋
号
治
佐
屋
・
治
左
衛
門
倅
34
歳
）
楫
取
（
カ
ジ

ト
リ
）
と
柿
崎
の
定
吉
（
屋
号
山
屋
・
八
左
衛
門
倅
37
歳
）

水
主
（
カ
コ
）
11
月
13
日
に
伊
豆
沖
で
遭
難
し
太
平
洋
を

漂
流
、
翌
年
４
月
７
日
英
国
船
カ
リ
ビ
ア
ン
号
に
12
人
は

救
助
さ
れ
た
。
カ
リ
ビ
ア
ン
号
は
大
勢
の
中
国
人
労
働
者

を
乗
せ
て
香
港
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
入
港
し
、
代

蔵
、
定
吉
等
を
乗
せ
た
ま
ま
６
月
７
日
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で

中
国
人
は
降
ろ
し
た
（
中
国
は
ア
ヘ
ン
戦
争
に
敗
れ
米
国

北
西
部
で
は
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
中
国
人
鉱
夫
が
必
要

だ
っ
た
）
カ
リ
ビ
ア
ン
号
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
戻
り

再
び
太
平
洋
を
横
断
し
香
港
に
行
き
労
働
者
を
運
ん
だ
。

漂
流
民
一
行
は
永
く
世
話
に
な
っ
た
船
を
離
れ
同
じ
英
国

船
の
イ
ン
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
号
に
移
乗
し
た
。
香
港
か
ら
中

国
福
州
を
経
由
し
上
海
ま
で
来
た
。
上
海
か
ら
11
月
14
日

に
長
崎
に
帰
着
し
た
。
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
引
き

取
ら
れ
て
い
っ
た
。

柿
崎
山
屋
さ
ん
に
は
定
吉
の
伝
承
が
家
族
に
残
っ
て
い
る
。

須
崎
の
代
蔵
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
開
国
の
前
、

約
１
年
余
り
米
国
、
中
国
を
見
分
し
た
物
語
を
聞
き
た
い

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
久
七
に
つ
い
て
親
戚
で
も
あ
る
の

で
「
宇
右
の
ね
え
さ
ん
」
か
ら
聞
い
た
の
は
、
大
学
の
先

生
が
調
べ
に
来
て
「
羽
根
１
本
で
も
な
い
か
」
と
尋
ね
て

来
た
。
母
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
羽
根
の
「
み
の
」
は
須

崎
に
帰
っ
て
か
ら
海
に
捨
て
た
と
聞
い
た
。

村
上
住
職
の
お
話
で
は
玉
泉
寺
の
過
去
帳
に
も
現
存
し
て

い
る
。
過
去
帳
に
は
葬
儀
時
の
戒
名
も
あ
り
10
年
後
に
帰

還
生
存
が
確
認
さ
れ
驚
い
た
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
。

地
域
で
も
代
蔵
と
定
吉
に
つ
い
て
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
と
も
云
う
。
口
伝
え
は
久
七
と
定
吉
に
つ

い
て
は
子
孫
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

天
保
１
２
年
（
１
８
４
１
年
）
土
佐
国
高
岡
郡
の
漁
船

が
鳥
島
に
流
れ
着
い
た
。
漁
船
の
漂
着
は
初
め
て
で
あ
っ

た
。
乗
組
員
は
５
人
で
あ
る
。
そ
の
中
に
土
佐
清
水
市
中

ノ
浜
の
万
次
郎
、
後
の
中
浜
万
治
郎
（
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
）

も
い
た
。
５
人
は
洞
窟
を
住
ま
い
と
し
て
い
た
が
５
人
の

漂
流
者
は
５
ヶ
月
後
に
米
国
の
捕
鯨
船
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ラ

ン
ド
号
（
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
）
に
救
助
さ
れ
ハ

ワ
イ
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
は
船
長
に
愛

さ
れ
息
子
の
様
に
育
て
ら
れ
、
米
国
本
土
で
勉
強
し
、
立

派
な
海
員
に
育
て
上
げ
て
く
れ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
の
初

期
に
は
英
語
力
を
生
か
し
大
活
躍
を
し
て
い
る
。

私
事
で
あ
る
が
数
十
年
前
、
海
中
展
望
塔
の
視
察
で
四

国
の
中
ノ
浜
を
遠
望
し
た
が
須
崎
と
よ
く
似
た
漁
村
で
あ
っ

た
。
前
市
長
の
福
井
氏
の
実
家
は
ジ
ョ
ン
マ
ン
家
の
近
く

で
下
田
に
越
し
て
く
る
ま
で
住
ん
で
い
た
と
聞
い
た
。
後

年
姉
妹
都
市
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
市
を
訪
ね
た
時
、
ジ
ョ
ン

万
次
郎
が
住
ん
だ
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
の
家
に
立
寄
っ
た
が
、

数
奇
な
経
験
で
四
国
か
ら
鳥
島
、
米
国
、
明
治
日
本
と
渡
っ

た
奇
跡
の
運
命
を
感
慨
深
く
感
じ
た
。

因
み
に
米
国
と
の
和
親
条
約
は
通
商
も
大
事
で
あ
る
が
捕

鯨
船
の
補
給
も
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ご意見募集

市、区などへの
ご意見、ご要望
ご提言、ご質問

身近な話題

「わが家の自慢」
何でも結構です
お寄せ下さい。

須崎協議会事務所

～
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
～

《
5

月
》

7
日

五
十
嵐

精
一

さ
ん
９
１
歳

8
日

田
中

と
く
枝

さ
ん
８
３
歳(

田
中
屋)

低学年：模型で仕組みを学びました

中学 年 ：映 像 をじ っ くり 見 て理 解 を深 め ま した

高学年： ハザー ドマップ で危険 個所の確 認をし ました

〈
今
月
の
浜
崎
小
学
校
〉

学
年
別
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
で
す

い
の
し
し
ニ
ュ
ー
ス

5
月
の
捕
獲
情
報

8
日
（
土
）
Ｇ
エ
リ
ア
駐
車
場
入
口
付
近

は
こ
罠

１
頭

１
５
㌔

オ
ス

〃

都
立
園
芸
高
校
の
農
園
内

括
り
罠

１
頭

６
０
㌔

オ
ス

11
日
（
火
）
権
右
の
貸
住
宅
内

は
こ
罠

１
頭

８
０
㌔

メ
ス

〃

１
頭

１
５
㌔

メ
ス


